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大学図書館を取り巻く環境は、大きく変わり
つつある。
日本における高等教育は、明治19年に公布さ
れた帝国大学令による帝国大学の創設、第二次
世界大戦後の新制大学設置に次ぐ、大きな変革
期を迎えている。情報化、国際化などの社会的
転換期であると共に、高等教育の大衆化、18歳
人口の減少、生涯学習社会への転換などの要因
により、高等教育変革の必要性が高まりつつあ
る。平成14年3月26日には、「新しい「国立大学
法人」像について（最終報告）」が発表され、
「従来からの大学改革の流れを促進し、活力に
富み、国際競争力のある大学作りの一環」とし
て法人化が検討されることとなった。
高等教育の変革に加え、情報通信技術の発展
は、大学図書館に多大な影響を与えている。イ
ンターネットの急速な普及と情報のデジタル化
は、学術情報の生産・流通・利用・再生産のサ
イクルに大きな変化をもたらしている。また、
メディアの多様化に起因する資料購入費の不
足、洋雑誌等資料の高騰は、コレクション形成
の貧困化や学術情報源へのアクセス環境の不備
等、大学図書館に大きなダメージを与えている。
これらの変化は、大学図書館における日常業
務にも確実に影響を与えている。にもかかわら
ず、根本的見直しが必要な業務においてさえ、
じっくりと考える時間も精神的ゆとりもないの
が現状である。問題意識として積み重ねなけれ
ばならない日常業務における疑問も、断片とし
て胸中に蓄積するばかりである。特に海外の図
書館員から受ける質問は、私の問題意識を増幅
させ、出口のないまま澱のように堆積していく。
「心理学を専攻していた人が、どうして工学系
の図書室で働いているのですか。」「あなたの図
書館のポリシーは何ですか。」「どうして日本の
大学図書館員は選書を行わないのですか。」
平成14年度大学図書館職員長期研修に参加さ
せていただく機会を得た。「係長を中心とする
中堅職員に対し学術情報に関する最新の知識を
教授し、職員の資質と能力の向上を図ることに
より、大学図書館の情報提供サービス体制を充
実させる」ことを目的とした、文部科学省・図
書館情報大学共催の研修である。今年度は、全
国から37名の大学図書館員が参加した。
この研修は、講義を中心に、共同研究討議、
施設見学から成る。授業の内容は、1）大学図
書館の管理・運営、2）大学改革と図書館、3）
電子図書館的機能の整備とその推進、4）電子
的資料の導入、5）国立情報学研究所の活動、6）
多様化する情報サービス、7）社会の変革と大
学図書館、等多岐にわたった。全体を通じて感
じたのは、大学図書館においても、自ら企画運
営する主体性の育成が必要であるということで
ある。それぞれの大学の特性や条件に合わせた
魅力ある図書館を運営していくためには、ミッ
ション・ステイトメントが不可欠である。何の
ために図書館はあるのか、図書館は何ができる
のか、図書館はどこへ向かおうとしているのか、
変革の時代だからこそ、しっかりと主体的に言
葉で提示する必要がある。
心の中の「断片」が解決されることはなかっ
たが、この研修を通じてそれをどう扱えばいい
のか少し理解できたような気がする。3週間に
わたる研修は、日常業務を離れて大学図書館に
ついて考える貴重な機会となった。末筆ではあ
るが、この研修でお世話になった方々に心より
御礼申し上げたい。
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